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晩
秋
の
旅
行
シ
ー
ズ
ン
、

今
回
は
「
島
原
半
島
一
周
め

ぐ
り
」
の
一
泊
二
日
の
旅
、

修
学
旅
行
は
楽
し
い
も
の
だ

が
心
配
事
も
多
い
。
天
候（
良

好
）、
参
加
人
員
そ
し
て
行

程
内
容
と
頭
の
痛
い
事
も
少

な
く
は
な
い
が
修
学
旅
行
の

実
行
委
員
と
し
て
お
世
話
を

し
て
、
そ
し
て
無
事
に
終
わ

れ
ば
安
堵
し
、
今
度
の
旅
行

は
楽
し
か
っ
た
よ
と
聞
く
と

苦
労
も
ど
こ
へ
や
ら
、
こ
の

旅
を
通
し
て
テ
ー
マ
で
あ
る

「
研
修
生
の
交
流
や
親
睦
を

図
り
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く

る
」
に
な
っ
た
か
？
多
々
心

配
も
あ
っ
た
が
全
体
と
し
て

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
終

わ
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
最
後
に
周
望
学
舎
の
所
長
、

　
平
成
二
十
八
年
度
の
研
修
も
間
も
な
く
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
四
月
八
日
の
入
学
式
か
ら
始
ま
っ
た
年
間
コ
ー
ス
に
加
え
て
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
大
学
祭
、
そ
し
て
修
学
旅
行
と
い
っ
た
大
き
な
行
事
に

皆
さ
ん
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、楽
し
く
思
い
出
に
残
る
日
々

を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。一
年
と
い
う
の
は
あ
っ
と
い
う
間
、

ま
だ
ま
だ
学
び
た
い
、も
っ
と
つ
な
が
り
た
い
と
思
わ
れ
る
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ

う
。
若
い
頃
に
皆
が
経
験
す
る
学
校
生
活
は
将
来
、
社
会
人
・
家
庭
人
と
な
る
た
め
に
必
要

な
知
識
や
経
験
を
積
む
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
義
務
が
あ
っ
た
り
強
制
が
あ
っ
た
り
と
す

べ
て
が
楽
し
い
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
こ
こ
は
あ
く
ま
で
も
参

加
は
自
由
意
思
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
知
識
や
経
験
、
技
能
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
と
と

も
に
、
新
た
に
自
己
啓
発
や
健
康
増
進
、
生
活
の
向
上
の
た
め
の
知
識
が
得
ら
れ
、
そ
れ
を

披
露
す
る
機
会
も
あ
る
、
つ
ま
り
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
自
己
実
現
の
場
が
提
供
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
周
望
学
舎
の
魅
力
で
し
ょ
う
。
リ
ピ
ー
タ
ー
率
八
割
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
「
雨
の
萩
・
霧
の

中
国
道
」
と
い
う
風
情
？
の

あ
る
旅
行
だ
っ
た
。
今
年
こ

そ
は
、
と
期
待
し
た
が
、
初

日
午
後
か
ら
の
雨
で
、
橘
湾

の
夕
日
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
翌
日
は
秋
日
和

で
、
雲
仙
普
賢
岳
の
土
石
流

跡
や
島
原
原
城
跡
を
訪
ね

た
。
諫
早
湾
干
拓
道
路
は
初

日
、
雨
の
中
を
通
過
し
た
。

修
学
旅
行
実
行
委
員
長

　

 

心
と
身
体
の
健
康
コ
ー
ス

中
西　

裕
一

ア
ジ
ア
を
学
ぶ
コ
ー
ス  　

行
武　

一
成

　
十
七
日
、
予
定
ど
お
り
出

発
、
多
久
市
近
郊
の
西
渓
公

園
へ
、
紅
葉
が
最
高
で
あ
っ

た
。
こ
の
公
園
は
昭
和
初
期

炭
鉱
で
財
を
成
し
た
高
取
伊

好
が
、
こ
の
地
に
誇
れ
る
名

所
を
と
の
思
い
か
ら
巨
額
の

私
財
を
投
じ
て
造
ら
れ
、
当

時
の
多
久
村
に
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。

健
康
管
理
コ
ー
ス  　

中
村　

彰

周
望
学
舎  

所
長　

藤
澤　

隆
文

平
成
二
十
八
年
度
研
修
の
修
了
を
迎
え
て

小倉駅北口～西渓公園～武雄温泉物産
館（昼食）～蜂松酒造工場・肥前浜宿
散策～諫早湾干拓道路横断～千々石展
望台～小浜温泉「伊勢屋旅館」

宿～原城址・有馬キリシタン遺産記念
館～みずなし本陣ふかえ～千々石展望
台（昼食）～長崎スココーヒーパーク・
長崎カステラセンター～小倉駅北口

１日目

２日目

～ 行 程 表 ～

課
長
、
事
務
局
、
指
導
員
の

方
々
そ
し
て
各
コ
ー
ス
の
実

行
委
員
の
方
々
に
は
多
大
な

ご
尽
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
　
感
謝
!

平
成
二
十
八
年
、

　
修
学
旅
行
に
参
加
し
て

第
２
便

改
め
て
勉
強
に
な
っ
た

　
　
　
　
　  

島
原
の
乱

第
３
便

「
旅
」に
学
ぶ

第
１
便

　
そ
れ
ぞ
れ
時
代
や
背
景
は

違
う
が
「
繰
り
返
す
自
然
の

猛
威
と
防
災
」
無
名
戦
士
の

墓
地
原
城
と
「
島
原
の
乱
の

評
価
」
諫
早
湾
潮
受
水
門
の

「
開
・
閉
の
司
法
判
断
」
等
、

今
な
お
大
切
な
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
る
。

　
バ
ス
旅
行
に
は
酒
が
つ
き

も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
や
ゲ
ー
ム
等

も
あ
り
少
々
自
粛
し
た
。

　
実
行
委
員
や
当
番
班
の
皆

さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
三

大
行
事
も
終
わ
り
、
更
に
親

睦
も
深
ま
っ
た
感
じ
で
す
。

　
十
六
時
ホ
テ
ル
に
到
着
、

十
八
時
宴
会
と
コ
ー
ス
ご
と

の
二
次
会
を
楽
し
ん
だ
。
翌
日

〝
原
城
址
〞
を
見
学
し
、
城
郭

の
規
模
の
大
き
さ
に
驚
い
た
。

　
島
原
の
乱
は
宗
教
戦
争
の

色
彩
が
強
い
が
圧
政
に
苦
し

む
農
民
一
揆
の
側
面
も
あ
る

こ
と
、
ま
た
原
城
が
再
び
一
揆

の
拠
点
に
な
ら
な
い
よ
う
徹

底
的
に
破
壊
し
、
三
万
七
千

の
遺
体
は
廃
墟
と
な
っ
た
城

内
に
埋
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど

改
め
て
勉
強
さ
せ
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
買
い
物
ツ
ア
ー
を
終

え
、
予
定
ど
お
り
帰
着
し
た
。



第57号（２）平成29年2月1日 北九州市立年長者研修大学校

　喜寿の時に中学校同窓会で格好良く写真が撮りたいと写真

入門コースに入りました。けれど現実は厳しく、コースには

カメラ、パソコンの熟練者が揃っており、初心者の私はビビッ

て心が折れそうになりました。しかし、「泣いたらあかん、

逃げたらあかんぜ！」という歌詞を思い出し、前に進む決心

をしました。幸い良き仲間に恵まれ、藤の花、蛍、花火の頃

に誘って貰い、撮影のコツを手取り足取り教わっていますが

未だに失敗の連続です。一方、感動する一枚を追い求めるこ

れからの日々は、逆にお世話になっ

ている仲間との別れが近づく日々

でもあります…。心の絵が撮れて、

心から笑える、そんな日が来たら

いいなあ…。

　日本映画界の巨匠・山田洋次監督の喜劇映画の作風は、日
常の中でのペーソスを重視し、人間を客観的かつリアルに描
いた時に生じる共感の喜びと思わず吹き出す笑いを根底にし
ている。
　今回の『家族はつらいよ』は約２０年ぶりの現代喜劇であ
るが、基本的にはその路線を踏襲している。しかし、作為的
笑いの誘いが見受けられ疑問符をつけざるをえない。例えば
林家正蔵に実父の故三平のギャグを演じさせたり、『男はつ
らいよ』の主題歌を出前持ちに放吟させるシーンにそれが顕
著に表れている。ストーリーの中では、それらは不自然な流
れには見えないが、見え透いた安易さが感じられるし、何よ
りもリアリティが希薄すぎる。
　そのような黙過できない箇所が存在するも
のの家族の絆や温かさをコミカルに追求した
姿勢は、全体として評価に値すると思う。

　
昨
年
の
大
学
祭
行
事
と
し

て
デ
ィ
ス
コ
ン
大
会
を
主
催

さ
せ
て
頂
き
誠
に
有
難
う
御

座
い
ま
し
た
。
周
望
学
舎
各

十
五
コ
ー
ス
の
皆
様
、
健
康

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
御

協
力
の
賜
物
と
感
謝
致
し
ま

す
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ「
デ
ィ

ス
コ
ン
」
は
我
々
の
コ
ー
ス

で
も
昨
年
八
月
の
授
業
と
し

て
初
め
て
経
験
し
、
実
際
に

　
夏
が
終
わ
り
、
よ
う
や
く

秋
を
感
じ
始
め
る
十
月
の
初

め
、
大
学
祭
本
番
を
迎
え

た
。
各
コ
ー
ス
の
準
備
は
六

月
か
ら
九
月
の
夏
の
盛
り
。

初
日
は
午
前
中
ま
で
残
っ
た

雨
で
、
中
庭
で
の
催
し
会
場

は
足
元
が
少
し
悪
か
っ
た
が

「
盛
況
だ
っ
た
ヨ
」
と
妻
の

一
言
に
ホ
ッ
と
し
た
。
成
果

発
表
展
示
は
ど
こ
も
良
く
工

夫
さ
れ
、
き
れ
い
に
仕
上

が
っ
て
い
た
。

　
演
芸
大
会
の
出
し
物
も
す

ば
ら
し
か
っ
た
。
本
番
は

き
っ
ち
り
力
を
出
す
の
で
す

ネ
。
演
技
を
終
え
た
後
の
顔

は
誰
も
満
面
の
笑
顔
。
皆
さ

ん
各
々
に
能
力
を
持
っ
て
い

て
、
協
力
す
る
気
持
ち
も

持
っ
て
い
る
と
改
め
て
感
じ

た
。
ま
た
二
日
目
の
午
前

は
、
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー

タ
ー
コ
ー
ス
に
デ
ィ
ス
コ
ン

大
会
を
仕
切
っ
て
頂
き
、
感

謝
。
実
行
委
員
の
皆
様
に
も

頑
張
っ
て
頂
い
た
。
す
ば
ら

し
い
大
学
祭
だ
っ
た
。

　
今
年
の
大
学
祭
は
十
月
一

日
、
二
日
と
も
天
気
に
恵
ま

れ
成
功
裡
に
終
了
し
た
。
三

大
行
事
中
最
も
ビ
ッ
グ
な
イ

ベ
ン
ト
で
、
ほ
ぼ
全
員
が
参

加
し
コ
ー
ス
内
で
の
交
流
が

図
れ
る
最
た
る
行
事
で
も
あ

る
。
学
習
発
表
は
九
月
迄
に

学
習
し
た
中
で
各
班
に
タ
イ

ト
ル
を
上
げ
て
も
ら
い
、
類

似
し
た
も
の
は
一
つ
に
ま
と

め
、
結
局
四
つ
に
絞
っ
て
制

作
し
た
。①
小
倉
城
と
小
倉

藩
②
秋
月
の
乱
③
筑
前
の
名

城
花
尾
城
④
中
国
四
大
美
人

大
学
祭
実
行
委
員
長

　  

体
力
増
進
コ
ー
ス

柴
山
　
市
雄

す
ば
ら
し
い
大
学
祭

大
学
祭
　
展
示

デ
ィ
ス
コ
ン
大
会
を

　　　　　　　  

主
催
し
て

笑える日が来たらいいなあ笑える日が来たらいいなあ 写真入門コース　松野　保一写真入門コース　松野　保一映画「家族はつらいよ」に
　　　　対する若干の考察
映画「家族はつらいよ」に
　　　　対する若干の考察 国際情報コース　矢野　明男国際情報コース　矢野　明男

歴
史
に
学
ぶ
コ
ー
ス
　
　

大
神
　
克
洋

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
コ
ー
ス
　

町
田
　
音
吉

　
今
年
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
を

控
え
、
テ
ー
マ
に
向
か
っ
て

準
備
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
演
芸
大
会
で
の
全

員
合
唱
の
練
習
か
ら
始
ま

り
、
お
互
い
に
協
力
し
合
っ

て
気
合
を
入
れ
て
頑
張
り
ま

し
た
。
仲
間
と
の
調
和
を
取

り
な
が
ら
練
習
を
重
ね
、
今

思
え
ば
色
々
と
問
題
を
解
決

し
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

全
員
で
の
コ
ー
ラ
ス
、

展
示
、販
売
と
仲
間
に
感
謝
！

花
と
野
菜
づ
く
り
コ
ー
ス
　

吉
岡
　
正
俊

と
そ
の
背
景
の
四
項
で
そ
の

項
目
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
作

成
し
、
正
解
者
に
は
粗
品
を

進
呈
す
る
こ
と
に
し
た
。
回

答
者
は
百
五
十
名
を
超
え
大

盛
況
で
あ
っ
た
。
子
供
連
れ

も
数
組
来
場
さ
れ
、
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
作
っ
た
動

物
や
飛
行
機
な
ど
進
呈
、
喜

ん
で
い
た
だ
い
た
。
ま
た
演

芸
大
会
は
歌
謡
詩
吟
「
白
雲

の
城
」（
氷
川
き
よ
し
）
を

全
員
で
挑
戦
し
、
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
や
昼
休
み
、
放
課
後

等
で
猛
練
習
し
、
ほ
ぼ
納
得

で
き
る
成
果
が
あ
げ
ら
れ

た
。
来
年
の
大
学
祭
は
何
に

挑
戦
で
き
る
か
楽
し
み
で
も

あ
る
。

　
そ
し
て
、
寄
植
え
の
展
示

発
表
で
す
。
寄
植
え
も
数
多

く
展
示
が
で
き
、
大
盛
況
で

し
た
。
搬
入
で
も
仲
間
た
ち

の
協
力
の
お
か
げ
で
想
像
以

上
の
出
来
映
え
に
な
り
ま
し

た
。
販
売
の
方
も
、
花
苗
と

学
舎
内
で
収
穫
し
た
芋
が
一

時
間
も
し
な
い
内
に
完
売
し

て
追
加
す
る
事
に
な
り
、思
っ

た
以
上
に
売
れ
行
き
が
良

く
、
皆
で
大
喜
び
し
て
何
と

も
楽
し
い
二
日
間
で
し
た
。

　
こ
の
度
の
大
学
祭
は
学
生

時
代
の
時
と
ま
た
違
っ
て
仲

間
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

競
技
し
て
見
る
と
シ
ン
プ
ル

で
す
が
奥
が
深
く
、
つ
い
夢

中
に
な
り
、
童
心
に
帰
り
ま

し
た
。
大
学
祭
で
披
露
す
る

展
示
内
容
を
検
討
す
る
過
程

で
我
々
が
経
験
し
て
楽
し

か
っ
た
デ
ィ
ス
コ
ン
を
他
の

コ
ー
ス
の
皆
様
に
も
体
験
し

て
頂
く
の
も
妙
案
で
は
と
の

声
が
上
が
り
、
実
行
委
員
会

へ
提
案
す
る
運
び
と
な
り
、

皆
様
の
同
意
を
得
て
、
結
果

と
し
て
は
出
場
選
手
の
方
々

か
ら
、
大
変
面
白
か
っ
た
と

の
評
価
を
頂
き
、
ほ
っ
と
安

堵
し
た
次
第
で
す
。

プログラム

〈各研修室〉学習成果の展示発表

〈販売〉
　ぜんざい・焼きちくわ・コーヒー・
　アイスクリーム・手芸小物・バザー品など

〈体育館〉

　開会式
　バンド演奏 ～ＦＢＩ（フォークバンド・イマムラ）～
　演芸大会

　ディスコン大会、社交ダンス発表会

１日（土）

２日（日）

10月１日（土）・２日（日）

大学祭大学祭大学祭大学祭
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梅
雨
前
線
が
停
滞
し
天
気

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当

日
は
雨
も
止
み
、
終
わ
る
頃

に
は
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
祝
福

す
る
か
の
よ
う
に
青
空
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

各
競
技
と
も
、
勝
負
と
な

る
と
年
齢
を
忘
れ
熱
く
な
る

人
が
多
く
「
気
持
ち
は
」
青

春
時
代
以
上
の
奮
闘
ぶ
り
で

し
た
。
午
前
の
競
技
は
白
組

一
点
の
リ
ー
ド
、
午
後
の
部

は
紅
組
が
「
仲
良
し
リ

レ
ー
」
で
挽
回
し
二
点
の

リ
ー
ド
で
大
接
戦
と
な
り
熱

い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
最
後
の
競
技
は
全
員

で
の
「
大
玉
お
く
り
」
が
行

わ
れ
た
が
接
戦
の
末
、
白
組

の
勝
利
で
ス
ポ
ー
ツ
大
会
初

め
て
の
13
対
13
で
両
組
優

勝
。
勝
敗
は
来
年
へ
持
ち
越

し
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
生
に
定
年
は
あ
り
ま
せ

ん
。
我
々
も
、
い
つ
ま
で
も

「
夢
と
目
標
」
を
持
ち
続
け

た
い
も
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員
長

　  
体
力
増
進
コ
ー
ス

上
田
　
章
雄

周
望
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

　　　　　　　　　振
り
返
っ
て

最
後
に
大
会
開
催
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
藤
澤
所
長
は
じ

め
学
舎
職
員
の
皆
さ
ま
、
健

康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ま
、
そ
し
て
各
コ
ー
ス
の
実

行
委
員
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

緑
豊
か
に
囲
ま
れ
た
体
育

館
に
、
今
年
も
周
望
学
舎
の

元
気
な
元
青
年
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
集
う
。
最
初

の
競
技
『
愛
の
ラ
ケ
ッ
ト
』

で
は
男
女
い
っ
し
ょ
に
ラ

ケ
ッ
ト
を
握
り
、
年
を
忘
れ

て
ボ
ー
ル
を
落
と
さ
な
い
よ

う
に
走
っ
た
。
応
援
席
で
は

熱
い
声
援
が
飛
び
盛
り
あ
が

る
。
男
女
手
を
取
り
な
が
ら

踊
る
『
オ
ク
ラ
ホ
マ
ミ
ク

サ
ー
』
で
は
、
学
生
時
代
に

心
を
と
き
め
か
し
た
こ
と
を

思
い
出
し
な
が
ら
ニ
ン
マ

リ
。
楽
し
く
最
後
に
全
員
参

加
の
『
炭
坑
節
』
で
締
め
く

く
っ
た
。
閉
会
式
で
は
成
績

発
表
の
時
、審
判
長
よ
り
「
学

舎
始
ま
っ
て
以
来
の
紅
白
の

同
点
で
す
。」
大
き
な
拍
手

が
長
く
続
い
た
。

書
道
入
門
コ
ー
ス
　
　
　

星
野
　
勝
士

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

前
日
ま
で
の
大
雨
も
学
舎

全
員
の
熱
意
に
負
け
た
か
当

日
は
好
天
で
安
堵
。

　

今
年
か
ら
競
技
種
目
が
増

え
て
、
一
〇
〇
％
の
競
技
参
加

率
と
な
っ
た
。
ア
リ
ー
ナ
は

選
手
と
応
援
席
が
一
体
と

な
っ
て
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。
全
員
が
は
つ
ら
つ
と
し
て

身
体
を
動
か
せ
る
幸
せ
を
表

現
し
、
そ
の
表
情
は
明
る
い
。

人
と
の
交
流
と
健
康
づ
く
り

の
理
念
通
り
に
、
健
康
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
全
員
の
協
力

で
、
計
画
通
り
に
進
行
し
た
。

体
と
頭
を
使
う
事
は
健
康
年

齢
を
保
つ
の
に
は
大
き
な
要

素
で
、
継
続
す
る
こ
と
が
大

切
だ
。
競
技
得
点
は
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
始
ま
っ
て
以
来
、

初
の
13
対
13
の
同
点
。
紅
白

揃
っ
て
優
勝
の
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
た
。
元
気
な
年
長
者

は
格
好
良
く
、
若
さ
に
あ
ふ

れ
て
い
た
。
正
に
青
春
と
い

う
言
葉
は
年
齢
に
関
係
な
い

と
い
う
事
を
実
感
し
た
。
次

の
行
事
も
楽
し
も
う
。

ふ
る
さ
と
の
文
化
コ
ー
ス
　

重
野
　
隆

　５５年連れ添った主人が亡くなりました。今年のお正月、

寝ていると思っていたらいつの間にか亡くなっていました。

同じ家にいても気がつきませんでした。病気もいっさいな

く、健康そのものでした。あまりに急な別れで、ショックも

大きく、早く気づいて２、３日でも介護して送りたかったと

思います。

　本人は痛みもなく楽に逝けてよかったのかもしれません。

　二人よく山登りやスキーに行っていた事、一緒に畑で野菜

を育てていた事を思い出します。

　小言をいう相手がいなくなるとさ

みしいものです。

　主人はあの世でも持ち前の明るさ

で、まわりの人達を楽しませている

事と思います。

人生最大の別れ人生最大の別れ 心と身体の健康コース　米原　民子心と身体の健康コース　米原　民子

　１０月１６日、小倉駅広場でハロウィーンのコンテストがあ

りました。娘とママ友６人、子供達１２人で数年前から参加

しています。昨年は準優勝でした。今年は私に制作要望があ

り、テーマは「手巻き寿司」に決定しました。孫の身体の寸

法を計り、のりを紙の下地に黒のビニールを貼り、具材とし

てエビ、カニカマ、レタス、玉子焼き、キュウリ等を紙で立

体にし、各色のフエルトを貼り付けました。

　家内からの「少し小さいのでは」との意見で倍の大きさに

作り直し、頭からスッポリとかぶって肩にかけて歩けるよう

に仕上げました。

　当日は天気も悪く大変でしたが、結果はキッ

ズの部でグランプリを受賞しました。楽しい

制作時間を持てた数日間でした。早くも来年

に向けて思いを馳せる私でした。

ハロウィーンハロウィーン 生活情報コース　山中　睦夫生活情報コース　山中　睦夫

プログラム

６月23日（木）
北九州市立総合体育館

入場行進

　開会式

１　愛のラケット

２　大玉ころがし～女の戦い～

３　大玉ころがし～男の戦い～

４　ナイスキャッチ

５　フォークダンス

昼食・休憩

６　玉入れ～女の戦い～

７　仲良しリレー

８　大玉おくり

９　炭坑節

　閉会式
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私
達
は
、様
々
な
地
域
（
社

会
）
活
動
に
対
す
る
認
識
を

よ
り
深
め
、
可
能
な
限
り
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
を
目
指

し
学
ん
で
い
ま
す
。
学
習
内

容
で
主
な
も
の
は
次
の
三
項

目
で
す
。

地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
　

榎
丸
　
靖
幸

陶
芸
コ
ー
ス
　
　
　
　

沖
津
　
俊
夫

　
本
コ
ー
ス
は
男
女
十
二
名

ず
つ
の
二
十
四
名
で
す
。
四

月
末
か
ら
成
形
・
乾
燥
・
素

焼
・
釉
薬
掛
・
本
焼
等
の
工

程
を
実
習
し
、
九
月
半
に
は

茶
碗
・
湯
呑
・
花
器
・
筆
立
・

香
炉
・
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
と
六
点

も
の
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
研
修
生
が
初
体

験
で
し
た
が
、
矢
野
先
生
の

ご
指
導
と
内
田
・
江
口
両
先

　
廃
棄
物
処
分
場
だ
っ
た
四

十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
跡
地

に
、
長
い
年
月
を
か
け
て
で

き
た
生
き
物
た
ち
の
楽
園
！

日
本
最
大
級
ビ
オ
ト
ー
プ
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
埋
め
立

て
後
に
で
き
た
デ
コ
ボ
コ
の

地
形
や
淡
水
池
、
草
原
な
ど

の
多
様
な
環
境
を
生
む
こ
と

で
、
メ
ダ
カ
や
ベ
ッ
コ
ウ
ト

ン
ボ
な
ど
希
少
な
生
物
の
姿

や
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
生
息

し
て
い
ま
す
。
一
見
、
風
車

を
バ
ッ
ク
に
広
大
な
草
原
に

　
大
勢
で
外
で
の
炊
飯
は
何

十
年
ぶ
り
で
、
前
日
か
ら
楽

し
み
で
し
た
。
調
理
時
間
が

あ
ま
り
無
い
こ
と
も
あ
り
、

思
っ
て
い
た
キ
ャ
ン
プ
な
る

も
の
と
は
少
々
違
い
ま
し
た

が
、
献
立
決
め
・
買
い
物
・

下
処
理
な
ど
に
追
わ
れ
な
が

ら
も
な
ぜ
か
ソ
ワ
ソ
ワ
、
何

度
も
持
ち
物
の
点
検
を
し
て

い
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
も

良
く
、
か
ま
ど
の
前
で
子
供

の
頃
に
薪
割
り
・
水
汲
み
・

米
と
ぎ
な
ど
さ
せ
ら
れ
た
事

を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
な

が
ら
話
し
、
笑
い
合
い
、
火

の
見
張
り
番
な
ど
を
し
ま
し

た
。
試
食
の
時
は
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
の
カ
レ
ー
の
味
付
け

糸
電
話
時
間
す
ぎ
君
に
シ
ク
ラ
メ
ン

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
コ
ー
ス
　
永
久
　邑
子

十
八
の
学
生
服
が
国
支
え暮ら

し
と
環
境
コ
ー
ス
　
仲
道
　弘
起

偕
老
ま
で
野
菜
あ
い
し
て
花
め
で
る

花
と
野
菜
づ
く
り
コ
ー
ス
　
柏
田
　知
甫

年
齢
ゆ
き
て
花
野
に
あ
そ
ぶ
今
わ
れ
は

心
と
身
体
の
健
康
コ
ー
ス
　
川
野
　キ
ミ
子

耳
飾
り
大
き
く
揺
れ
て
盆
踊
り

地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
　
渡
邊
　サ
カ
エ

小
雪
舞
う
肌
さ
す
風
と
た
わ
む
れ
る

書
道
入
門
コ
ー
ス
　
西
野
　加
代
子

耳
鳴
り
で
冬
も
風
流
虫
の
声生

活
情
報
コ
ー
ス
　
仲
道
　淳
子

と
　
き

と
　
し

や
　
そ
　
じ

文
学
が
風
に
吹
か
れ
て
舞
っ
て
い
る

ふ
る
さ
と
の
文
化
コ
ー
ス
　
西
村
　武
朗

八
十
路
こ
え
自
分
の
最
後
見
え
て
き
た

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
コ
ー
ス
　
大
野
　一
憲

健
康
の
有
難
さ
知
る
金
毘
羅
で

　　　　　　　　　　　流
れ
る
汗
に
朝
日
輝
く

地
域
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
　
中
島
　フ
ミ
子

雨
の
日
の
人
ま
ば
ら
な
る
公
園
の

　　　　　　　　　　　　高
き
噴
水
飛
沫
を
散
ら
す

生
活
情
報
コ
ー
ス
　
安
野
　和
子

山
の
端
に
朱
の
ひ
と
刷
毛
を
残
し

　　　　　　　　　行
く
秋
の
夕
べ
の
静
か
に
暮
れ
ぬ

暮
ら
し
と
環
境
コ
ー
ス
　
松
本
　悦
子

久
々
に
戦
火
に
散
り
し

伯
父
の
墓
前
に
た
た
ず
め
ば

風
悄
悄
と
泣
く
ば
か
り

た
ら
懐
か
し
き

故
郷
の
山

故
郷
の
川

ア
ジ
ア
を
学
ぶ
コ
ー
ス
　
武
藤
　佐
和
子

周
望
文
壇

周
望
文
壇

編
　集
　後
　記

　「
周
望
学
舎
か
わ
ら
版
」

や「
周
望
新
聞
」は
、周
望

学
舎
に
お
け
る
活
動
や

研
修
生
の
知
識
を
Ｐ
Ｒ

す
る
媒
体
と
し
て
必
要

な
も
の
で
す
。こ
れ
か
ら

も
引
き
続
き
ご
協
力
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ご
投
稿
い
た
だ
い
た

研
修
生
の
皆
さ
ん
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

新
聞
編
集
委
員

積
極
的
な
社
会
参
加
を

目
指
し
て

積
極
的
な
社
会
参
加
を

目
指
し
て

陶
芸
コ
ー
ス
の

　   

研
修
内
容
・
紹
介

陶
芸
コ
ー
ス
の

　   

研
修
内
容
・
紹
介

暮
ら
し
と
環
境
コ
ー
ス
　

宮
川
　
正
樹

校
外
研
修

  

〜
響
灘
ビ
オ
ト
ー
プ

校
外
研
修

  

〜
響
灘
ビ
オ
ト
ー
プ

体
力
増
進
コ
ー
ス
　
　
　

筒
井
　
由
美
子

デ
イ
キ
ャ
ン
プ

デ
イ
キ
ャ
ン
プ

　
①
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ

人
の
生
活
支
援
。
自
然
災
害

の
復
興
支
援
或
い
は
街
づ
く

り
等
の
活
動
に
携
わ
っ
た
人

か
ら
実
例
・
体
験
談
を
聞

き
、
実
態
を
知
る
。②
社
会

活
動
の
基
盤
と
な
る
人
と
人

の
ふ
れ
あ
い
に
最
も
重
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向

上
の
為
、
ス
ピ
ー
チ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
話
の
仕
方
と
聞
き

方
や
手
話
を
学
ぶ
。③
施
設

生
の
実
技
ご
支
援
で
、
十
月

の
大
学
祭
で
は
立
派
な
作
品

展
が
出
来
ま
し
た
。
先
生
方

の
ご
指
導
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
作
品
づ
く
り

を
実
習
す
る
こ
と
で
、
そ
の

鑑
賞
力
も
育
成
さ
れ
て
来
る

と
思
い
ま
す
。
先
日
、
小
石

原
の
民
陶
む
ら
祭
り
を
見
学

し
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
の
作

品
の
素
晴
ら
し
さ
に
は
本
当

に
感
心
し
ま
し
た
。
来
年
度

も
新
し
い
方
々
が
本
コ
ー
ス

に
入
ら
れ
、
作
品
づ
く
り
を

体
験
さ
れ
、
大
い
に
楽
し
ま

れ
る
事
を
心
か
ら
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

を
往
訪
し
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
活
動
を
実
践
す
る
。

　「
積
極
的
な
社
会
参
加
が

健
康
を
も
た
ら
す
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
私
達
は
学
ん

だ
こ
と
を
社
会
参
加
へ
の
一

つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

し
か
見
え
な
い
敷
地
も
沢
山

の
生
き
物
が
力
強
く
生
き
て

い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
人
間
が
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
物
の
棲
む
場
所
を
奪
っ
て

い
る
事
実
を
受
け
と
め
る
反

面
、
自
然
環
境
保
全
に
関
す

る
認
識
と
学
習
の
出
来
る
素

晴
ら
し
い
施
設
で
も
あ
り
ま

す
。
希
少
な
生
き
物
だ
け
で

な
く
、
ど
こ
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
生
き
物
も
そ
れ
ぞ

れ
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
ど

こ
と
な
く
昔
を
思
い
出
す
風

景
に
是
非
一
度

訪
れ
、
生
き
物

た
ち
の
楽
園
を

覗
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

方
法
な
ど
で
ま
た
盛
り
上
が

り
、
こ
れ
も
先
輩
よ
り
聞
い

て
い
た
「
楽
し
い
よ
」
の
一

つ
な
ん
だ
と
納
得
し
ま
し

た
。
研
修
大
学
校
と
い
う
名

の
も
と
少
々
緊
張
し
て
入
学

し
ま
し
た
が
、
コ
ー
ス
の
人

達
の
優
し
さ
に
こ
ん
な
に
和
気

あ
い
あ
い
と

過
ご
せ
る

時
間
が
持

て
た
事
に
感

謝
し
て
い
ま

す
。

地域ふれあい
心と身体の健康
健康づくりサポーター
国際情報
アジアを学ぶ
ふるさとの文化

生活情報
歴史に学ぶ
暮らしと環境
健康管理
体力増進

花と野菜づくり
写真入門

陶芸
書道入門

実技コース

一般コース コースの
　紹介です。
コースの
　紹介です。


